
者は、生態系の基
礎となる 低 次 生
態 系 の イカナゴ
が急減し、多くの
魚 種で 漁 獲 量 が
減ったと嘆いてい
る。呉の海岸生物
種数は 1960 年代
から 70 年にかけ
て 大 幅 に 減 少し
たあと、低下した
ままである。瀬戸内法には2015年改正で「生物多様性の確保」が理
念として盛り込まれたが、具体策はほとんどない。
　そこで昆明・モントリオール枠組みや新「生物多様性国家戦略」
を活かすことが求められる。新戦略の行動目標「海域の30％以上を
保護区に」を実現する最も具体的な方法は、環境省が抽出した全国
で270の『生物多様性の観点から重要度の高い海域』のうち瀬戸内
海にある57海域をすべて保護区にすることである。例えば上関原
発予定地の田ノ浦海岸は、「瀬戸内のかつての生物多様性を色濃
く残す場所」である。ここが保護区になれば山口県知事の埋立て承

認は撤回されねばならないことになる。併せて磯浜
復元など劣化した生態系の再生も必要である。
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「昆明・モントリオール生物多様性枠組」
と瀬戸内法施行50年
　20世紀末、人類は、このまま生物多様性を破壊していくと自らも
含めて破滅への道であることに危機感を抱き、1992年、リオデジャ
ネイロ（ブラジル）での地球サミットで生物多様性条約と気候変動
枠組み条約をセットで採択した。しかし30年間の努力にもかかわ
らず事態の改善は見えていない。
　この状況を打開すべく2022年12月19日、生物多様性条約第15
回締約国会議（モントリオール）は、生物多様性の維持・回復に関す
る「昆明（クンミン）・モントリオール生物多様性枠組み」に合意し
た。2050年までの長期ビジョン「自然と共生する世界」と、そのた
め2030年までに「陸と海の少なくとも30％を保護区にする」など
23目標を盛り込んでいる。
　これを受け日本政府は、23年3月31日、昆明・モントリオール枠
組みに即して「生物多様性国家戦略2023-2030」を閣議決定した。

「今までどおりから脱却」し、「社会、経済、政治、技術など横断的な
社会変革」を目指すという基本理念を掲げ、2030年までに「陸と
海の30％以上を保護区にする」など25の行動目標を盛りこんだ。
　一方、2023年は日本で初めて水質の総量規制を導入した瀬戸
内法施行から50年である。この半世紀、瀬戸内海の生態系はどう
なってきたのか？ 水質規制では一定の成果が出て、「きれいにな
りすぎた」とし、22年、海域によっては流入栄養塩を増やせる管理
制度を作った。しかし生物多様性の回復は全くおぼつかない。漁業

浮
き
彫
り
に
な
っ
た

山
口
県
知
事
の

上
関
原
発
埋
め
立
て
認
可
の
不
当
性

23
年
3
月
）。子
ど
も
参
加
、
市
民
意
見

の
聴
取
を
徹
底
。成
立
し
た
条
例
は
、

「
安
心
し
て
生
き
る
」「
自
分
ら
し
く

育
つ
」「
遊
ぶ
」「
休
息
す
る
」
な
ど
8

つ
の
権
利
を
掲
げ
、
権
利
擁
護
の
制
度

化
に
も
言
及
。前
文
は
中
高
生
世
代

「
T
e
e
n
s

ム
サ
カ
ツ
」
メ
ン
バ
ー

が
書
い
た
こ
と
も
特
記
し
た
い
。

　

多
く
の
意
見
聴
取
に
努
め
た
中
で

特
に
強
調
し
た
い
の
は
、
子
ど
も
パ

ブ
コ
メ
で
寄
せ
ら
れ
た
自
由
意
見

8
5
3
件
の
内
容
だ
。「
条
例
を
つ
く

る
た
め
に
私
た
ち
の
意
見
を
聞
い
て

く
れ
る
の
は
と
て
も
嬉
し
い
」「
い
じ

め
の
相
談
な
ど
は
秘
密
を
守
っ
て
ほ

し
い
」
な
ど
当
事
者
で
あ
る
小
中
学
生

の
声
を
こ
れ
だ
け
集
め
1
件
ず
つ
市

の
回
答
を
公
表
し
た
の
は
初
め
て
。

条
例
を
生
か
す
！
こ
れ
か
ら

実
践
す
る
べ
き
こ
と

　

子
ど
も
の
権
利
擁
護
の
し
く
み
が

ス
タ
ー
ト
す
る
の
は
24
年
春
以
降
。委

員
の
人
選
が
最
優
先
。11
月
20
日
「
子

ど
も
の
権
利
の
日
」
イ
ベ
ン
ト
内
容
の

提
案
も
。そ
し
て
保
育
園
待
機
児
ゼ
ロ

達
成
後
の
焦
点
「
学
童
ク
ラ
ブ
の
質
」

確
保
。狭
い
ク
ラ
ブ
室
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う

詰
め
の
実
態
を
改
善
す
る
た
め
の
議

会
活
動
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。や
る

べ
き
こ
と
が
多
す
ぎ
て
…
が
実
感
で

あ
る
が
、
子
ど
も
の
権
利
条
例
を
常
に

鑑
と
し
て
、
子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
実
践
し
て
い
こ
う
。

武
蔵
野
・
生
活
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
市
議
会
議
員

西
園
寺
み
き
こ 

を
5
年
ご
と
、
報
告
書
を
年
度
ご
と
策

定
。子
ど
も
政
策
を
推
進
し
て
き
た
。

　

開
始
当
初
は
「
子
育
て

4

4

4

プ
ラ
ン
」

だ
っ
た
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
驚
く
。自

分
の
子
ど
も
を
他
者
に
預
け
て
働
く

女
性
へ
の
厳
し
い
目
線
。10
数
年
前
ま

で
、「
子
ど
も
は
家
庭
で
、
母
親
が
」と

す
る
価
値
観
が
強
く
根
深
く
ま
ち
に

満
ち
て
い
た
。

　

潮
目
が
大
き
く
変
わ
っ
た
の
は

2
0
1
3
年
の「
保
育
園
増
や
し
隊
」。

保
護
者
が
S
N
S
で
署
名
を
集
め

w
e
b
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
議
会
に

届
け
た
。
2
0
1
7
年
に
は
初
の
女

性
市
長
、
保
育
園
経
験
者
松
下
玲
子
さ

ん
が
誕
生
。「
子
ど
も
施
策
は
未
来
へ

の
投
資
」
と
明
言
し
た
こ
と
も
大
き

い
。

条
例
の
特
長
／
子
ど
も
参
加

～
市
民
意
見
の
聴
取

　

武
蔵
野
市
子
ど
も
の
権
利
に
関
す

る
条
例
検
討
委
員
会
（
喜
多
明
人
委

員
長
：
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
）
を
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
、
子
ど
も
の
尊
厳
と

権
利
が
尊
重
さ
れ
る
よ
う
行
政
や
家

庭
、
学
校
な
ど
地
域
に
お
け
る
各
々
の

役
割
を
明
確
化
す
る
条
例
に
つ
い
て

検
討
が
開
始
（
2
0
2
1
年
5
月
～

「
子
育
て
プ
ラ
ン
」か
ら「
子
ど

も
プ
ラ
ン
」へ

　

都
内
で
初
の
世
田
谷
区
子
ど
も
条

武
蔵
野
市
子
ど
も
の
権
利
条
例
が
可
決

　
3
月
27
日
、
武
蔵
野
市
議
会
で「
武
蔵
野
市
子
ど
も
の
権
利
条
例
」が
可
決
し
た
。多
く
の
市
民
・
団
体
と
意

見
交
換
を
重
ね
た
他
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
1
6
0
0
件
を
超
え
た
。特
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
小
中
学

生
か
ら
パ
ブ
コ
メ
を
集
め
た
の
は
市
で
初
め
て
。自
由
意
見
8
5
3
件
に
は
、今
後
の
条
例
実
施
へ
の
大
き
な
期

待
が
感
じ
ら
れ
た
。市
民
が
お
お
む
ね
好
意
的
で
あ
る
こ
と
と
対
照
的
に
、
市
議
会
で
は
賛
成
18
、
反
対
6
、
退

席
1
と
賛
否
が
大
き
く
分
か
れ
た
。

例
が
制
定
さ
れ
た
の
は
2
0
0
1
年
。

対
し
て
武
蔵
野
市
は
「
条
例
よ
り
も
実

効
的
な
計
画
策
定
と
P
D
C
A
を
」

を
方
針
に
「
子
ど
も
プ
ラ
ン
武
蔵
野
」

生物多様性の観点から重要度の高い海域の一つ「長島・
祝島周辺」のど真ん中に原発予定地がある。黄色が該当海
域。環境省 HP の図を基に環瀬戸内海会議作成

▲武蔵野・生活者ネットワークは、条例案策定が佳境を迎え
た2022 年 9月、半田勝久さん（日本体育大学准教授。世田
谷区、小金井市で子どもの権利擁護委員を歴任）を招き学習
会を開催。元教育委員、条例検討委員会委員、子ども食堂関
係者など30人が、半田さんの熱のこもったレクチャーを聞き、

「条例を市民参加でつくることの意義」を確認・共有した

湯浅一郎
環瀬戸内海会議共同代表

生活者ネットワークの議員は、交代制。
議員を職業化、特権化せず、世代交代を進めることで参加の層を
広げます。任期を終えた議員は、市民政治を広げるための活動や

地域活動などに、その経験を活かします。

▲ 武蔵野市子どもの権利に関する条例検討委員
会委員長を担った喜多明人さん（早稲田大学名
誉教授／子どもの権利条約総合研究所監事）。
川崎市子どもの権利条例制定を皮切りに各地で
子どもの権利基盤づくりや、子どもの権利保障に
欠かせない子ども参加を促進してきた

生活者ネットワークは東京都内34の自治体にあり、都議1人、市・
区議39人の議員とともにそれぞれの地域課題に取り組むと同時
に、市や区をこえた「東京問題」には全体で取り組んでいます。

地域ネット

江戸川ネット
ひとみとみつえと井戸端会議
6月15日（木）20：00 ～　Zoom　区議の伊藤
ひとみ・本西みつえとのオンラインお話し会
03-5607-5975

調布ネット
おしゃべりカフェ
6月17日（土）14：00 ～ 16：00　国領駅北ふれ
あいの家（国領駅）／オンライン併用
テーマ：お水のこと　発言：市議・木下やすこ
042-487-3087

清瀬ネット
生活のお困りごとご相談ください（毎月第 3日曜
日）
6月18日（日）14：00 ～ 16：00　清瀬・生活者
ネットワーク事務所（清瀬駅）　家計相談員が対
応します。介護のご相談もどうぞ。秘密厳守。無
料　042-494-8720

練馬ネット
９条スタンディング（毎月9日）
7月9日（日）12：00 ～ 13：00　練馬駅南口（西
武池袋線、都営大江戸線）　主催：生活者ネット
9 条の会　03-3993-4899

葛飾ネット
毎月10日はなんでも相談会
７月10日（月）10：00 ～ 12：00　葛飾・生活者
ネットワーク事務所（京成高砂駅）　暮らしのお
困りごと、福祉や介護、医療のちょっと聞きたい
こともおたずねください。議会のこともお話しし
ます。話だけでも聞いてほしい方も。10日が土・
日にあたっても開催　03-5876-4757

都議会ネット
■ 2023 年第 2 回東京都議会定例会の開催：6月
6日(火) ～ 21日(水)。代表質問：6月13日(火)、
一般質問：6月14日( 水 )。
■大田区選挙区都議会議員補欠選挙：5月26日
告示、6月4日投票。欠員2となったため。
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深
刻
化
す
る
P
F
A
S

（
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
）汚
染
問
題

編集後記／ 5月3日、憲法記念日。午前中は、地元での「いかそう憲法まもろう暮らし！ねりま集会＆パレード」に参加、「ハッピーバー
スデー憲法」とコールしながら区役所周辺を歩いた。昼からは、有明臨海防災公園での 2023 憲法大集会に合流。「平和といのちとく
らしと人権を守る」「軍拡を止め、外交努力での平和を」「辺野古新基地建設と南西諸島へのミサイル基地配備の中止を」「脱炭素社会
を口実とした原発推進政策に反対」「ジェンダー平等の社会をめざす」とのスローガンのもと、２万 5千人が参加。生活者ネットメンバー
も各地域から多数参加し、集会後はパレードで街に繰り出した。（上坂）

水道水源のPFAS汚染
東京都が全力で取り組むよう要望
東京・生活者ネットワーク都議会議員

岩永やす代［国分寺市・国立市］

関東大震災 虐殺犠牲者追悼　学習会
6月24日（土）13：00 ～　明治大学リバティタワー 6 階 1065 教室（御茶ノ水駅）　講師：山
田朗（明治大学教授）　500円・学生無料　9.1 関東大震災朝鮮人犠牲者追悼式典実行委員
会　03-3230-2382

辺野古新基地建設許さない　新宿南口スタンディング
7月1日（土）11：00 ～　新宿駅南口　沖縄・一坪反戦地主会関東ブロック　090-3910-
4140

東海第二原発うごかすな！　日本原電本店前抗議行動
7月5日（水）17：00 ～　日本原電本店前（末広町駅、秋葉原駅）　とめよう！東海第二原発
首都圏連絡会／再稼働阻止全国ネットワーク　070-6650-5549

東京電力は福島原発事故の責任をとれ！　東電本店合同抗議
7月5日（水）18：45 ～　東京電力本店前（新橋駅、内幸町駅）　呼びかけ：経産省前テント
ひろば　070-6473-1947 ／たんぽぽ舎　03-3238-9035

　

多
摩
地
域
で
は
、
水
道
水
の

P
F
A
S
（
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
）
汚

染
報
道
を
き
っ
か
け
に
、
市
民
団
体
が

血
液
中
の
P
F
A
S
濃
度
を
調
査
、高

濃
度
検
出
者
が
続
出
し
た
こ
と
か
ら
、

一
気
に
不
安
が
広
が
り
ま
し
た
。東
京

都
は
、
国
分
寺
、
府
中
を
皮
切
り
に
高

濃
度
が
検
出
さ
れ
た
水
道
水
源
井
戸

か
ら
の
取
水
を
停
止
（
停
止
井
戸
は
34

本
）。こ
れ
ま
で
地
下
水
の
水
道
水
を

飲
み
続
け
て
き
た
市
民
に
は
「
冷
た
く

て
お
い
し
い
自
慢
の
水
だ
っ
た
の
に
」

と
シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
く
、
P
F
A
S

に
よ
る
健
康
被
害
を
心
配
し
て
い
ま

す
。

化
学
物
質
対
策
の
見
直
し
が
必
要

　

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
2
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1
 9 

年
か
ら
文
書
質
問
や
要
望
書
で
、
こ
の

問
題
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
今

回
、
市
民
の
要
望
を
受
け
、
一
般
質
問

や
委
員
会
で
も
取
り
上
げ
ま
し
た
。報

道
の
発
端
と
な
っ
た
横
田
基
地
の
泡

消
火
剤
と
基
地
内
の
井
戸
へ
の
立
ち

入
り
調
査
、
汚
染
源
特
定
の
た
め
の
調

査
と
除
去
対
策
、
ま
た
井
戸
を
使
っ
て

い
る
農
産
物
へ
の
P
F
A
S
移
転
、
血

液
検
査
の
デ
ー
タ
収
集
や
調
査
・
研
究

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。こ
れ
ら

の
質
問
や
要
望
に
対
し
て
、
都
の
積
極

性
は
乏
し
く
、
国
の
対
策
を
待
つ
姿
勢

が
目
立
ち
ま
す
。唯
一
前
向
き
に
見
え

た
の
は
、
国
の
情
報
を
得
て
わ
か
り
や

す
い
情
報
発
信
や
専
用
電
話
に
よ
る

健
康
相
談
を
実
施
す
る
と
い
う
答
弁

で
し
た
。水
道
事
業
を
持
ち
環
境
や
保

健
な
ど
住
民
の
健
康
を
あ
ず
か
る
自

治
体
と
し
て
、
市
民
の
不
安
に
応
え
、

汚
染
源
特
定
の
た
め
に
、
各
局
協
力
の

も
と
全
力
で
東
京
都
が
取
り
組
む
こ

と
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
５
月
１
日
、
福
祉
保
健
局
に

「
P
F
A
S
に
関
す
る
電
話
相
談
窓

口
」
が
開
設
し
ま
し
た
。水
道
局
や
環

境
局
と
も
連
携
し
て
い
く
と
の
こ
と

で
す
が
、
市
民
の
不
安
に
寄
り
添
っ
た

対
応
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
P
F
A
S
は
、
泡
消
火
剤
だ

け
で
な
く
フ
ラ
イ
パ
ン
や
防
水
防
汚

加
工
、
食
品
包
材
な
ど
身
近
で
広
範
囲

に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。新
し
い
物
質

も
次
々
と
作
ら
れ
、
数
千
種
類
は
あ
る

と
言
わ
れ
て
お
り
、
E
U
の
よ
う
に

P
F
A
S
全
体
を
対
象
に
規
制
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。常
に
後
手
に
な
っ

て
い
る
国
の
化
学
物
質
対
策
を
見
直

し
、製
造
・
使
用
の
規
制
と
土
壌
・
地
下

水
の
汚
染
除
去
を
国
に
求
め
て
い
く

べ
き
で
す
。

地
下
水
は
み
ん
な
の
財
産

　

地
下
水
は
多
摩
地
域
の
大
切
な
財

産
で
あ
り
、
地
下
水
を
飲
み
続
け
た
い

と
活
動
し
て
き
た
多
摩
地
域
の
市
民

は
、
こ
れ
ま
で
水
道
局
に
地
下
水
を
切

り
捨
て
な
い
よ
う
求
め
る
と

と
も
に
、
水
質
保
全
の
た
め

化
学
物
質
に
頼
ら
な
い
生
活

の
実
践
や
、
水
量
確
保
の
た

め
雨
水
浸
透
ま
す
の
設
置
を

進
め
て
き
ま
し
た
。汚
染
井

戸
を
停
止
す
る
だ
け
で
は
、

問
題
解
決
に
は
な
り
ま
せ

ん
。都
が
率
先
し
て
汚
染
源

を
究
明
し
、
汚
染
除
去
に
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

汚
染
さ
れ
た
地
下
水
は
下
流

へ
と
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

今
こ
そ
、地
下
水
の
水
質
・
水

量
を
守
る
た
め
の
地
下
水
保

全
条
例
を
つ
く
り
、
地
下
水

を
浄
化
す
る
取
り
組
み
を
始

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

1月21日、採血は立川総合ふれあいクリニックで行われ
た。主催は「多摩地域の PFAS 汚染を明らかにする会」

議会で生活者ネットワークが取り組んだ PFAS 問題について岩永やす代が報告

「PFAS汚染　国分寺の水がピンチ！」で、市民の動きの重要性を語る講師の中下裕子さ
ん（「ダイオキシン・環境ホルモン対策国民会議」代表理事、弁護士）。4月8日

例
会
で
水
質
調
査
や
血
液
検
査
を
行

う
よ
う
求
め
た
私
の
質
問
に
対
し
、

立
川
市
の
答
弁
は
極
め
て
後
ろ
向
き

で
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
市
民
の
健
康
を
考

え
れ
ば
、
自
治
体
で
も
汚
染
範
囲
の

把
握
や
発
生
源
特
定
を
早
急
に
進

め
、
対
策
を
講
じ
る
べ
き
は
論
を
ま

た
な
い
緊
急
課
題
（
注
）
で
す
。周
辺

自
治
体
に
あ
る
生
活
者
ネ
ッ
ト
や
都

議
会
生
活
者
ネ
ッ
ト
と
も
連
携
し
な

が
ら
、
行
政
へ
の
働
き
か
け
を
強
め
、

地
域
か
ら
水
と
食
の
安
全
を
守
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）
汚
染
を
明

ら
か
に
す
る
会
」が
、希

望
す
る
多
摩
地
域
の
住

民
を
対
象
に
血
中
濃
度

を
調
べ
た
結
果
（
４
月

発
表
）で
は
、受
検
者
全

体
の
61
％
が
米
国
の
指

標
値
を
超
え
る
数
値
に

な
り
、
国
分
寺
で
は

95
％
、
立
川
で
78
％
が

指
標
値
を
超
え
て
い
ま
し
た
。

多
摩
地
域
の
地
下
水
を
守
る

汚
染
対
策
強
化
を
前
へ

　

政
府
は
沖
縄
で
の
汚
染
拡
大
を
受

け
、
よ
う
や
く
専
門
家
会
議
な
ど
を

立
ち
上
げ
、
水
質
基
準
見
直
し
や
健

康
へ
の
影
響
調
査
を
始
め
ま
し
た
。

し
か
し
政
府
が
定
め
た
飲
み
水
の
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
濃
度
の
暫
定
目
標
値
は
、
米

国
の
新
基
準
案
に
比
べ
格
段
に
ゆ
る

く
、
目
標
値
以
下
で
も
安
全
と
は
言

え
ま
せ
ん
。政
府
の
専
門
家
会
議
の

結
論
を
た
だ
待
つ
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。

　
『
消
さ
れ
た
水
汚
染
』
の
著
者
で

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
諸
永
祐
司
さ
ん

は
、
私
の
所
属
す
る
会
派
主
催
の
意

見
交
換
会
で
「
調
査
を
重
ね
た
結
果
、

米
軍
基
地
か
ら
の
流
出
は
明
ら
か
」

と
明
言
し
ま
し
た
が
、
日
米
地
位
協

定
な
ど
に
阻
ま
れ
、
日
本
側
に
よ
る

米
軍
基
地
へ
の
立
ち
入
り
調
査
は
困

難
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。３
月
定

立
川
・
生
活
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
市
議
会
議
員

あ
べ 

み
さ

　

立
川
市
を
含
む
多
摩
地
域
で
、
有

機
フ
ッ
素
化
合
物（
以
下
：
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）

に
よ
る
地
下
水
・
水
道
水
汚
染
へ
の

懸
念
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。多
摩
地

域
の
井
戸
水
か
ら
高
濃
度
で
検
出
さ

れ
て
い
る
上
、
市
民
団
体
に
よ
る
血

液
検
査
で
も
多
く
の
住
民
か
ら
高
い

血
中
濃
度
が
測
定
さ
れ
た
た
め
で

す
。Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
体
内
に
蓄
積
さ
れ

る
と
、
肝
疾
患
や
腎
臓
が
ん
な
ど
健

康
被
害
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
る

と
近
年
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

沖
縄
な
ど
で
、
す
で
に
社
会
問
題

化
し
て
い
ま
し
た
が
、
多
摩
地
域
で

も
2
0
1
9
年
、
横
田
基
地
周
辺
の

井
戸
で
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
高
濃
度
で
検

出
。生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
都
議

会
な
ど
で
対
応
を
求
め
て
き
た
経
緯

が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
原
因
で
都
が
水

道
水
と
し
て
の
取
水
を
停
止
し
て
い

る
井
戸
は
８
市
の
34
本
に
上
り
ま
す
。

「
多
摩
地
域
の
有
機
フ
ッ
素
化
合
物

「PFAS 地下水汚染の意見交換会」で。長年取材を重ねて
きた諸永裕司さん（ジャーナリスト）はPFAS の地下水汚
染について、その広がり、健康への影響、体内汚染の実態
などについて解説。立川における汚染源の一つは米軍横
田基地だとも明言された。その後、約 50 人（ｚｏｏｍ含
む）の参加者と意見交換。3月25日

【
注
】
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
問
題
に
加
え
て
、
立
川
で
は
未

だ
解
決
し
て
い
な
い
も
う
一
つ
の
地
下
水
汚
染
：

1
︐4
-ジ
オ
キ
サ
ン
問
題
（
溶
剤
、
洗
剤
な
ど

の
製
品
中
に
不
純
物
と
し
て
在
る
物
質
で
、
比

重
や
沸
点
が
水
に
近
く
除
去
し
に
く
い
、
発
が

ん
性
が
指
摘
さ
れ
る
化
学
物
質
）
を
抱
え
て
い

る
。
2
0
0
2
年
、
水
道
の
水
質
基
準
に
1
︐

4
-ジ
オ
キ
サ
ン
が
盛
り
込
ま
れ
る
際
に
行
わ
れ

た
全
国
調
査
で
、
立
川
市
の
水
道
水
源
井
戸
か

ら
基
準
値
30
㎍
／
ℓ
を
超
え
た
数
値
が
検
出
さ

れ
た
。砂
川
中
部
浄
水
所
と
西
砂
第
一
浄
水
所

の
２
カ
所
の
水
源
井
戸
が
く
み
上
げ
を
休
止
さ

れ
、
貴
重
な
足
元
の
水
源
が
使
用
で
き
な
く
な
っ

た
。立
川
・
生
活
者
ネ
ッ

ト
は
、
立
川
市
を
通
し

て
、東
京
都
へ
原
因
究
明

や
汚
染
除
去
を
求
め
た

が
、
対
策
は
進
ま
ず
、
07

年
、
当
時
の
政
務
調
査

費
を
投
じ
て
民
間
井
戸

の
1
︐4
-ジ
オ
キ
サ
ン

調
査
を
実
施
。そ
の
経

過
か
ら
、立
川
市
が
行
っ

て
い
る
民
間
井
戸
調
査

に
、
1
︐4
-ジ
オ
キ
サ

ン
の
項
目
化
が
実
現
。

現
在
も
継
続
し
て
実
態

把
握
が
行
わ
れ
て
い
る
。


